
　

         予 算 規 模

令和３年度第11回補正予算（２月補正）に計上した事業

県支出金 コロナ基金 一般財源

1 22,500 22,500

2 800 800

3 21,600 20,000 1,600

4 102,400 80,300 22,100

5 600 600

6 3,500 3,500

151,400 100,300 51,100 0

※上記の№は、以下の事業の№に対応しています。

1 億 5,140 万 円

社会福祉課

新型コロナウイルス対策 第23弾 合計

児童自立支援団体支援 学校教育課

農林業事業者支援 農政課
耕地林務課

第５回「学生応援便」の配布 地域創造課

介護・障害福祉事業者支援

商工事業者支援

児童福祉施設支援 子育て支援課

商工振興課

新型コロナウイルス感染症対策事業 第23弾（令和３年度第12弾)

№ 事業名 事業費

財源

主管課

（単位：千円）

　〇コロナ対策応援基金や県の事業者支援交付金を活用して、
     　　  コロナウイルスの影響を受けている事業者を支援します。
　
　〇コロナ禍で苦しむ学生に「学生応援便」を配布します。
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№

（事業概要）

1 補助対象者

　　・介護サービス事業者 104 事業

　　・障害福祉サービス事業者 121 事業 225 事業

2 補助額

 １事業あたり10万円

3 補助要件等

　　１事業当たりで計算

22,500千円 区分 主管

№

（事業概要）

1 補助対象者

　・私立保育園 ２ 園

　・認定こども園 ３ 園

　・認可外保育園　 ２ 園

　・児童養護施設 １ 施設 合計 ８園・施設

2 補助額

 １園・施設あたり１０万円

800千円 区分 主管

コロナウイルスの影響を受けている介護・障害福祉事業者を支援します

　社会機能維持に欠くことのできない保育サービス等を継続するため、感染拡大防止
策に苦心する児童福祉施設に対して、定額を補助します。

（１００千円×８園・施設＝８００千円）

歳出
予算額

市単独事業 子育て
支援課

　新型コロナウイルス感染拡大の中、継続的サービス提供のための関連経費がかさ
み、運営が圧迫されている介護・障害福祉事業者に対して、定額を補助します。

歳出
予算額

市単独事業 社会福祉課

（100千円×225事業＝22,500千円）

1

2

コロナウイルスの影響を受けている児童福祉施設を支援します
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№

（事業概要）

1 補助対象者

　花卉、野菜、果樹、畜産などが主な収入の農家及び林業事業体

2 補助額

 １件あたり10万円

3 補助要件等

21,600千円 区分 主管

№

（事業概要）

1 補助対象者

2 補助額

 １個人10万円、１法人20万円

3 補助要件

102,400千円 区分 主管

　　・2022年１月以降も事業が継続されており、引き続き、その意思があること

歳出
予算額

県補助事業 商工振興課

　飲食店、ホテル、旅館、簡易宿所、バス、タクシー、運転代行業、酒店、食肉等卸、
　クリーニング業、旅行代理店、観光施設、土産物店、ガソリンスタンド、療術業　など

（約700事業者を想定）

　　・2022年１月～３月の何れかの月の事業収入が、2019年，2020年，2021年の何れかの年
　　 の１月～３月の平均額と比べ30％以上減少していること

　　・「信州の安心なお店」の認証を受けているか、「新型コロナ対策推進宣言」をしている事業者

　　　【想定事業者】

3

県補助事業 農政課
耕地林務課

コロナウイルスの影響を受けている農林事業者を支援します

　新型コロナウイルス感染症により収入が一定以上減少するなど、条件にあてはまる農
林業者に対して、定額を補助します。

歳出
予算額

4

　　　飲食業者、宿泊業者、交通事業者及びこれに関連する事業者など様々な事業者

コロナウイルスの影響を受けている中小商工事業者を支援します

　  ②農業所得が主　③主たる（50％以上）農業収入が米以外　の農家

　・2019年と比較し2021年の同月比で、事業収入が30％以上減少した月があること

　・林業事業体とは、造林、伐採などを行う素材生産業者

（100千円×216者＝21,600千円）

　・対象となる農家は、①経営耕地面積30a以上または年間販売金額50万円以上

　新型コロナウイルス感染症第６波の影響を受け、売上の減少や事業の縮小を余儀な
くされる中小商工事業者に対して、事業継続のための支援を行います。
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№

（事業概要）

1 補助対象者

　・市民活動サポートセンター南信（伊那まちBASE)

　・フリーキッズ・ヴィレッジ

　・子ども・若者サポートはみんぐ

2 補助額

 １法人あたり20万円

600千円 区分 主管

№

（事業概要）

1 対象者

　市外に居住する大学生等の学生　（ご家族が市内に居住している場合に限ります）

2 配布数等

　１セット3,000円相当の「学生応援便」を約 1,150セット配布します。 

※大学生等の学生とは、大学生、大学院生、短期大学生、専修学校生、予備校生です。

3,500千円 区分 主管

（200千円×3法人＝600千円）

歳出
予算額

市単独事業 地域創造課

6

第5回「学生応援便」を実施します

　第５回「学生応援便」を実施します。親元を離れ、不安を抱えながら学業に励む学生
を継続的に応援するため、伊那市の特産品を贈ります。
　前回同様、希望者は品物を受領後、ご自分で学生にお送りいただきます。

コロナウイルスの影響を受けている児童の自立を支援する団体を支援します

　新型コロナウイルス感染症に係る関連経費が増加する状況にあって、不登校やひき
こもりとなる児童の自立を支援するNPO法人の事業継続を支援するため、定額を補助
します。

歳出
予算額

5

市単独事業 学校教育課
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